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■第 35 回木になるフェスティバルを開催しました

令和8年9月27日（日）9:00～16:00，林

産試験場にて，第35回木になるフェステ

ィバルを開催しました。時折雨が降る空

模様でしたが，そんな天候を吹き飛ばす

ほどの熱気に包まれた，素晴らしい一日

となりました。

詳細につきましては，林産試だより

2026年11月号で報告いたします。 

■2026 年 フィンランド研修

首都ヘルシンキを発った列車は，どこまでも単調で美しいヨーロッパアカマツやトウヒ，シラカンバの森

を抜けて目的地へ向かいます。時折，木々の隙間から湿原の湖沼群を望むことができます。それは「日本離れ

した」北海道の広大な風景に慣れた我々にとっても新鮮な驚きであり，同時に研修への期待が高まっていく

ことを感じました。

今年は1年おきに開催される同国最大規模の林業機械展「FinnMETKO」(フィンメトコ)の開催年。フィンラ

ンドでもまだ珍しい最新の機械や小規模・個人林家向けのコンパクトかつ洗練された機械まで，その多様さ

と技術力に感心するばかりでした。

最終日には，日本大使館での「フィンランドの歴史とエネルギー政策に関するレクチャー」の後，生徒から

各自3分間の研修報告を行いました。大使館の方々に「両国の林業に関して有意義な情報収集の時間になりま

した」との言葉を頂き，研修は締めくくりとなりました。

置かれた環境を把握し，長く険しい道を着実に歩んできた歴史の元に今の「林業先進国」が存在すること

を知るとともに，北海道の豊かな自然環境と林業を見つめ直す有意義な旅でした。

【リベリア専門学校との交流会(モルック対決！)】 【森林内での機械実習(フォワーダ)】 

（北海道立北の森づくり専門学院 主査 鈴木貴也） 

【第 35 回木になるフェスティバル会場内の様子】 

（林産試験場 広報担当） 
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